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倉伊}号 比較都市考古学の旅ー艶1-1¥1と飛鳥ー 山中章

白峰旬

神尾和歌子

山田雄司

塚本明
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山中章
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江戸時代における大名居城の排可規定について

人物埴輪樹立の意義

賀茂別雷桝土と盲人

暗闘亭止令と地域社会→予勢神宮周辺地域を中11)にー

伊勢新聞に見る近代日本のアジア観

伊勢匡版腕仲村野大安寺領と東寺大国圧

伊勢・伊賀における埴輪製作集団の動向

町聞社家日泊人名索引

山田新子のお間二権

尾張国名古屋城修補許可の老中奉書について

三重大学人文学部日本中世史研究室

塚本明

白峰旬

尾鷲大庄屋文書の調査始まる一端蚊他運動としての古文書調査の試み一

中華人民共和国陳西省東龍山漢墓

塚本明

一挟西省考古研究所・三重大学人文学部考古学研究室合同発掘調査丑恭一

三重大学人文学部考古学研究室

町田社家目前地名索引 三重史学人文学部日本中世史研究室

南北車庫羽室町幕府の軍事制度についてー建武五年の畿内「大将」統轄軍一 石)11 匡伸

鈴を付けたS字文鏡 病家 J欠郎

漢代における壁鹿屋の地域色に関する研究 量ヤド裕美子

中世における武士の愛吉信仰 小林美穂

速懸→丘世宇治・山田における弗差儲Lー 塚本明

律令期における地方新Eの諸形態ーオ事探予倶を素材として一 竹内絵里奈

メ掌と地域連携一号帯止大庄屋文書調査のその後一 塚本明

町間社家日組事項索引 三重光学人文学部日本中世史研究室

古伐伊賀・志摩における宮営瓦工房 梶原義実

「宗国史訓注(ー)J 谷井俊仁・斎藤正和

近闘す落における山材所有汗須恥展開ー尾駕九か村持合山を事例に一 井口惰子

中世遷宮にみる伊勢神宮の構造 山内宏之

伊勢湾交通からみたj回予勢の地梯句者数 栄原永遠男

洛陽晴唐城における合壁面観ハの初歩明誼 陳良偉

平安時何殉掴朝明郡大矢智周辺の状冴イ実勢神宮との閥系から一 山田雄司

文献史料に見る行幸史料集(抄) 天野三恵子・山中章

幸四+憾の医療攻策と地域社会 上野周子

r宗国史』の歴史叙述 谷井俊仁(谷井陽子)

E騨乎、谷井俊仁さん 蹟岡事態釜

慰労詔書書式の変遷に関する覚書 山中章

道中託研究の可能性 塚本明

鈴鹿峠と坂仁田村麻呂 山田雄司

人里昆虫が語る三重県・鬼が塩屋j翻:の古環境 奥野絵美・森勇一

松井石根と興亜観音 山田雄司

伊勢間協の年中行事と豪農の生滑伊勢国三重郡八王子村を事例にー 藤谷彰

平安時内乃天下角搬について 青島史敏

考古学からみた古代王権の伊勢神宮奉祭討論 山中章

居延県城と漢(明西宇治 高村武幸

近代の志摩端女の仕稼ぎについて 塚本明

直島における崇徳開云承 山田雄司
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